
平成29年1月から始まったStoryTimeは、英語と日本語
の読み聞かせ会です。
どのように読めば参加者の皆さんに２つの言葉で楽し
んでもらえるか悩みの連続でした。学校で学ぶ英語と
は異なった雰囲気で、少しでも英語を楽しんで身近に
感じてもらえていたらうれしいです。
今までご参加くださったみなさん、ボランティアで読
み聞かせを手伝ってくれた英語話者のみなさんに感謝
でいっぱいです！

子どもたちの友達であるぬいぐるみを図書館のぬい
ぐるみ限定のおとまり会に参加してもらいました。ぬ
いぐるみたちが夜の図書館でお仕事をしたり遊んだ
り楽しく過ごしている姿を職員がこっそり写真撮影
し、ミニアルバムにしてお迎えの際にお渡ししまし
た。これまでたくさんのぬいぐるみたちが図書館に
お泊りしてくれて、とてもうれしい
思い出です。きっと参加したぬい
ぐるみも、面白い思い出があり
ますよ。夜なったらぬいぐるみ
に聞いてみてくださいね。

「おはなしのじかん」は、当館が西根町立として開
館した平成３年から始まりました。職員だけで読み
聞かせていた時期もありましたが、徐々にご協力く
ださるボランティアが増え、現在は高校生を含めた
７人の方が、毎月２回開いています。絵本を中心
に、時に手作りの紙芝居や手品、パネルシアターな
どバラエティ豊かなプログラムでたくさんのお話を
子どもたちに届けてくれました。参加者の笑顔に支
えられたお話会でした。皆さん本当にありがとうご
ざいました。

子ども図書館まつりとクリスマスお話会で
は、市外のボランティアに依頼し普段とは
一味違ったお話を開催しました。なかなか
触れる機会の少ない一人劇やペープサート
など子どもたちだけではなく職員も楽しん
で参加しました。また、参加者が本を持ち
寄っての子どもの本の交換会や、クリスマ
スのオーナメント工作教室、市民主催の編
みぐるみ教室協力のもと可愛いエコたわし
のプレゼントなどが行われました。コロナ
禍では三密を避けるために、子どもの本の
福袋やクリスマスプレゼント応募企画に形
を変えて開催しました。大型連休中の日程
の中でも参加していただいた皆さん、あり
がとうございました！
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令和5年から、一般市民向けに何か英語に触れられる
機会を設けられないかと考え、始めた会でした。お休
みの期間もありましたが、最初に参加してくれた皆さ
んが、楽しみにしていたと再度参加してくれたことは
本当にうれしかったです。こちらもまた、英語話者の
ボランティアの皆さんにも大いに協力いただきまし
た。生涯学習の推進…という堅苦しい言葉ではなく、
人と人が出会い、楽しい時間を過ごす場所を作れたこ
とが良かったなと思っています。ご参加くださった皆
さん、ありがとうございました！

Tom’s Chat Time ぬいぐるみおとまり会

これまで図書館ではさまざまな行事や企画を行ってきました。今回の図書館だよりでは、それ
ぞれの行事を担当したスタッフの思い出を紹介します。

おはなしのじかん
Story Time



図書館ボランティアは、図書館をより快適な場所にするためのサポートと活動を通して図書館を身近に感じても

らうことを目的としています。

実はこういう方々の協力で、図書館の快適さは成り立っています。

ボランティアの主な活動には、本の修理、館内の装飾、本棚整理などがあります。

修理は毎月30～50冊の壊れた本をまた利用してもらえるように直し、本棚へ戻して

います。また、修理や製本の講習会を実施しスキルアップを目指しました。

装飾では、お話室にある壁面を季節の行事や物語などテーマを決めて飾りつけして

いました。

コロナ以降、活動は減りましたが館内が明るい雰囲気に保てたのも装飾のおかげだ

と思っています。

図書館の本は分野ごとに規則性を持って並んでいるのをご存じでしょうか？本棚

整理は、間違えて置いてある本を正しい場所へ戻したり、背を揃えるのが主な作業です。

ほかの活動と比べると成果は分かりづらいですが、館内環境の保つ上で欠かせない役割を

担ってました。

ボランティア同士や職員との交流も深まり、楽しみを持ちながら長年続けてもらえた事に

感謝しています。ありがとうございました。

これまで図書館をご利用いただきありがとうございました。

新しい図書館は令和８年４月に大更駅前に開館予定です。

読書マラソンは当初、夏休み期間限定の子

ども向け行事でしたが、期間と年齢を大幅

に拡大し、７月から１２月までの期間中に

読んだ冊数を対象に、子どもから大人まで

全ての人が参加できるようになりました。

５カ月におよぶ読書マラソン期間に600冊

を超える本を読んだ小学生、互いに選んだ

本を読み合った親子、新しいジャンルに挑

戦する大人など、感想もさまざまでした。

参加を通して継続する読書の面白さに触れ

ていただけたと思います。

小学生に図書館の仕事を体験してもらおう、と

始めた図書館体験。

カウンターの仕事、図書館クイズなど、図書館

の裏側を体験してもらいました。

特に人気だったのは貸し出しや返却の作業でし

た。バーコードを読み取ったり、レシートを発

行したり、「カウンターの向こう側」を楽しんで

くれました。

図書館体験を自由研究のテーマにしてくれた小

学生もいて、とてもうれしい出来事でした。

夏の映画会は、夜に屋外で映画を楽しむイベントです。

県央中央ライブラリー（盛岡市）から専門ボランティア

を派遣してもらい、屋外での上映を行ってきました。

親子連れでにぎわう図書館駐車場と明るく照らされたス

クリーン、楽しそうな音楽。屋外ならではの情景でし

た。

繊細な映写機やスクリーンを使用するため、天候に左右

される事も多くありましたが、それを含めて深く印象に

残っています。

読書マラソン

子ども図書館体験夏の映画会

自分の好きな本を探せるように、

検索機の使い方を練習しました。

子ども図書館体験より

外が暗くなったら映画のはじまり

夏の映画会より

図書館ボランティア活動

夏休み期
間の図書

館

本のクリニックの活動


